
◎ 先進地研修・近江八幡について

平成２５年度・総会を開催します！！

　早いもので、今年もすでに２月が終わろうとしています。時の経つのは年々早くなっている感があ
りますが、会員の皆様は如何おすごしでしょうか。あと少しで本格的な春を迎えますが、インフルエ
ンザ等には十分お気をつけ下さい。

　昨年の１１月１８日（日）に、先進地研修として滋賀県豊郷町にあります旧豊郷小学校及び近江八
幡市に視察旅行に行きました。
　旧豊郷小学校は、１９３７年（昭和１２年）に本校出身で伊藤忠商事および丸紅の前身にあたる伊
藤忠兵衛商店専務の古川鉄治郎が、アメリカ人建築家ウィリアム・メレル・ヴォーリズに設計を依頼
して校舎・講堂を建設し寄贈されたものであり、当時としては珍しい鉄筋コンクリートの校舎で一躍
有名となりました。一時期は解体騒動もありましたが現在までほとんど残されており、今でも見学者
が絶えない状況のようです。

　ＴＶで解体工事が強行される様子が映ったおかげで本校が一躍有名になるという皮肉さはありまし
たが、実際に見学するととても厳かな雰囲気で重みがあり、絶対に後世まで残すべき重要な建築物で
あることが実感できました。

　毎年恒例の、加納まちづくり会の総会を５月に開催します。場所はいつもの南部コミュニティセン
ター（午後開催）で、総会の後は講演会も予定しております。新しく会員になられた方も含め、皆様
のお越しをお待ちしております。　（後日、正式案内をお送りします。）

開催日時：平成２５年５月２５日（土）　（予定）　　場所：南部コミュニティセンター
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◎ 加納城発掘（本丸）報告について

　八幡堀は１５８５年（天正１３年）に豊臣秀次が八幡城とともに築造されたもので、堀の両端が琵
琶湖と接しており、運河としての役割も果しておりました。よって、近江八幡は大津・堅田とともに
琵琶湖の三大港として安土桃山時代から江戸時代にかけて大いに栄えましたが、昭和の時代には衰退
し、一時期は堀の埋立てという消滅の危機に瀕しました。ところが、豊郷小学校と同様に保存運動が
起こり、堀の清掃活動など地域住民の奮闘もあって、堀を中心とした新たな観光名所として注目され
つつあります。

　近江八幡市は、街の中心部を横断する八幡堀界隈を視察しました。

昭和５０年１０月、陸上自衛隊・第１
０対戦車隊が春日井駐屯地に移転
した直後の航空写真

昭和１５（１９４０）年７月１７日
軍令陸甲第二十五號　「陸軍航
空部隊編制」　より

江戸期の本丸の見取図
（１７００年以降）

　今年度の調査においても、本丸御殿に直接関係するような発見
（建物の礎石、雨だれ等の発見）はありませんでしたが、火災等
により被災したと考えられるような瓦の出土等によって、ますま
す「かつて本丸御殿があったのでは？」という可能性が高まって
きたのではないでしょうか。

　加納の風・第１５号でお伝えしました、岐阜市教育委員会によ
る加納城跡の発掘調査ですが、1月１０日（木）に本丸（左図の
①）の発掘成果の報告会がありました。本丸については、過去に
何度か調査位置を変えては発掘がなされてきました。本丸鉄門
（大手門）前の堀障子を代表として、夥しい数の瓦・陶磁器・そ
の他埋蔵物の発見がされてきましたが、会員の皆さんの一番の関
心事である本丸御殿に直接関わるような発見はありませんでし
た。

（厩曲輪（左図の②）については、２月末頃に発掘成果の報告会
が予定されております。）

　実際に視察してみて、八幡堀界隈は時代劇のロケにも用いられるほどの見事な景観であり、岡山の
倉敷によく似た雰囲気であること、また、有名な種や（和洋菓子店）の本店やかわらミュージアムな
どの見どころも多数あり、街をあげて活性化に取り組んでいる様子が伺えました。我が加納も見習う
ところが多いですね。



写真左：被災した瓦類
写真中：鯱（しゃち）瓦の一部
写真右上・下：釘及びキセルの一部

（文：篠田）

　今回発掘調査された箇所は上の本丸図面の左下辺りの、かつて駐屯していた自衛隊の車庫の前面付
近で、かつ、加納城の臆病門の内桝型の盛土の背後付近に当たる箇所です。事前にこの辺りは、旧陸
軍や自衛隊関係の建物が何も存在しなかった空白地帯と考えられていましたが、実際には写真のよう
に建物の基礎や集水ます（雨水・排水等の処理ます）と考えられる構造物が出土しました。よって、
車庫の前面には何らかの建物が存在した可能性が考えられます。また同時に、火災等で被災したと考
えられる瓦、キセルの一部、陶磁器、釘の一部も出土しました。

　このように、発掘によって旧来の資料
には無いような構造物が発見されるた
め、今後の発掘調査次第ではついに本丸
御殿の決定的な証拠が見つかるかもしれ
ません。大いに期待したいところです。
　なお、次回の本丸発掘の調査予定箇所
は本丸の南東部辺りだそうです。

集水ますと考えられる
排水管（曲管）の一部



◎ 加納ものしり博士検定　番外編（前号の回答）

２２０枚　　数えていると途中で分からなくなるかも．．．

加納安良町にある道標（写真）の建立された年は何年でしょう？

明治１８年　　周りをなんとか囲って道標らしくできるといいですね。

江戸幕府 もしくは 将軍　　実際には、西国筋郡代（旗本）が治めていました。

◎ 先進地研修でのアンケートについて

◎ 役員会だより

◎ 会員の皆様へ

◎ 本誌のＰＤＦデータについて

　加納まちづくり会では、会員の皆様からのご意見・ご要望・その他面白い企画やアイデアを常時募
集しております。「ああしたらいいな」「ここをこう改善したら」「こんなことをしてみたい」など
イメージで結構ですので、よろしくお願いします。

　会員の皆様にお配りしております本誌（モノクロ版）ですが、カラー版がホームページに掲載して
あります。アドレスは「 http://kanou-jyo.net/ 」です。ぜひご覧下さい。

　平成２４年度の役員会は第７回を１０月２６日(金)、第８回を１１月１６日(金)にそれぞれ行ない
ました。　前号では久々に番外編ではありますが加納ものしり博士検定を復活させるなど、過去に好
評だった企画に再度スポットライトを当ててみました。本誌がより盛り上がるよう、これからもいろ
いろと検討していく予定です。
　今後もご期待下さい。

　前号に出題しました問題・３問の回答です！

　会員の皆様はお解りでしたでしょうか。これからもいろいろと出題していきたいと思っていますの
で、どうぞご期待下さい。

　昨年の１１月１８日（日）の先進地研修で、参加された皆様から多数のアンケートを頂きました。
大変ありがとうございました。
　アンケート結果ですが、参加された大多数の方から今回の研修内容に高い評価を頂いております。
豊郷小学校は奥深さ・先人の偉大さ・歴史の重みなどを、近江八幡は八幡堀の美しさ・優雅さ・かわ
らミュージアムや各商業施設の良さなどを、それぞれお感じになっておられるようです。昼食の近江
牛定食も好評のようでした。
　しかし我が加納に対するご意見としましては、近江八幡や豊郷小学校との大きな差や、なかなか進
まない行政の取り組み（加納城の復元・中山道界隈のまちおこし等）に、加納の置かれた厳しい現状
を感じざるを得ないようです。ハードルは非常に高いでしょうが、皆様をはじめ地域住民一人一人の
意識が、改善への原動力に繋がっていくものと思われます。

問１

(答)

問２

(答)

中山道加納宿のカラー舗装の側溝にはめられている蓋のうち、「中山道・御鮨街道」と書かれている「グ
レーチング（鉄製側溝蓋）」は、何枚あるでしょう？

江戸時代の加納は加納藩領でしたが、大分県日田市の歴史的建造物が多く残る豆田地区の江戸時代
の領主は？

問３

(答)


